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外部評価 平成２７年度 事務事業自主点検シート 様式1-2
調書番号

事 業 名 農業近代化資金対策費 16

細事業名 農業近代化資金利子補給補助金 財務コード 049919

担当部課室 農政 部 農業技術 課 農業教育・資金 担当 （内線） 5375

Ⅰ　事業の概要

実施期間 始期 S38 年度 終期

結果、何に結びつけるのか

資本装備の高度化や農業経営の近
代化のための資金が必要な農業者

長期かつ低利の融資が円滑に利用
できる。

農業生産性の向上と農業経営の改善・安定化

事業の内容
主にH26年度

○農業近代化資金融通法（Ｓ３６年１１月１０日法律第２０２号）第２条第３項に規定する農業近代化資金を農業者に貸し付けた融資機関に
対して、山梨県農業近代化資金利子補給規程（Ｓ３８年１０月２１日山梨県告示第１９４号）第４条に規定する利子補給契約（農業者への貸
付時に県と融資機関で締結）に基づき、当該資金の利子補給率ごとに算出した融資残高(延滞金を除く。)に対し、それぞれ当該利子補給
率の割合で計算した金額の合計額を交付するもの。

○農業近代化資金の概要は次のとおりである。この資金の貸付・利子補給の承認は、将来に渡って県に利子補給義務が生じるため、毎
年度、債務負担行為が議決されている。議決された内容（当該年度の融資枠、利子補給期間、利子補給率）に従って、貸付・利子補給の
承認が行われている。
　・資金の目的　： 資本装備の高度化と農業経営の近代化
　・資金の使途　： 農産物の生産、流通又は加工に必要な施設・機械の取得・改良、小土地改良、果樹等の植栽又は育成、長期運転資金
　・融資機関     ： 農協、県信連、農林中央金庫、山梨中央銀行等の融資機関（山梨県農業信用基金協会の債務保証制度が適用可）
　・融資率　　　　： 農業者…上記経費の８０％以内、認定農業者が経営改善計画に即して借り入れる場合…上記経費の１００％以内
　・貸付利率　　 ： ０．８０％（Ｈ２７年６月１８日現在）（基準金利２．０５％ － 利子補給率１．２５％）
　・融資枠　　　  ： １０億円
　・融資限度額　： 個人 … １，８００万円（知事特認 ２億円）、 法人 … ２億円、 農業協同組合・連合会等 … １５億円
　・償還期限　　 ： 原則として１５年以内（うち据置期間７年以内）、農機具のみを購入する場合等は７年以内（うち据置期間２年以内）
  ・その他        ： 国又は地方公共団体の補助金の交付決定を受けた事業の補助残融資、担い手が営農活動を行う際に緊急に必要
　　　　　　　　　　　となる小口融資（500万円以下、無担保・無保証）の可否を申請から最速1週間で審査するクイック融資としても活用可。

○本事業は、農業近代資金融通法等に基づき実施しているが、Ｈ17年度までは国庫補助金を財源として利子補給していた。Ｈ１７年度の
補助金改革により、県単独補助制度となった。現在の利子補給率については、国の「農業近代化資金の円滑な融通のためのガイドライン」
に基づき、１．２５％を全都道府県で一律に採用している。また、地方交付税措置を行うための基準財政需要額の算定の積算にも入ってい
る。

年度

実施主体 補助（農業協同組合等の融資機関）

事業の目的

だれ（何）を対象に その対象をどのような状態にして

根拠法令等 農業近代化資金融通法、山梨県農業近代化資金利子補給規程、農業近代化資金の円滑な融通のためのガイドライン（国）等

Ⅱ　事業の目標、実施状況等（事業実績及び成果の達成状況）

事業の実施状況と
目標の実現度

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度
事業目標の考え方

実績値 目標値 実績値 見込値 目標値

活
動
指
標

利子補給額 活
動
指
標

目標設定の考え方

貸付残高に対する利子補給額（予算額）

7,609千円

データの出典等

9,064千円 6,650千円 8,310千円 8,310千円

予算見積書

成
果
指
標

累積貸付総件数に対
する計画どおり償還
が行われている件数
の割合

成
果
指
標

目標設定の考え方

活動指標達成率
（実績値／目標値）

73.4 ％

97.8% 100% 99.5% 100% 100% 農業者から償還計画どおり返済されていれば、生産
性の向上や農業経営の安定に寄与していると考え
られる。218件/223件 184件/184件 183件/184件 200件/200件

データの出典等

200件/200件

山梨県農業信用基金協会業務報告書等

決算額又は予算額 7,609 6,650 8,310 8,310 成果指標によらない成果

成果指標達成率
（実績値／目標値）

99.5 ％

農業は、経営規模など生産構造の特殊性等に起因する
低収益性、自然条件に左右されるリスク等により、通常
の金融には乗り難いため、これを制度的に補完するとと
もに、政策的要請に基づく事業の推進にも活用されてい
る。

所要時間（直接分） 570 時間 513 時間 555 時間 555 時間

（千円） うち一財額 7,609 6,650 8,310 8,310

555 時間

人件費ｺｽﾄ 単位:千円
(＠2,048円×所要時間)

1,167 1,051 1,137 1,137

時間 0 時間

所要時間計 570 時間 513 時間 555 時間

所要時間（間接分） 0 時間 0 時間 0

Ⅲ　これまでの事業の見直し・改善状況

Ｓ４７年度に開始した「県単上乗せ制度」（１．２５％の利子補給に加え、０．１％追加で利子補給を認める制度）は、Ｈ18年度には認定農業者に対する対応
のみとしたが、認定農業者への上乗せ利子補給も、Ｈ23年度末までに利子補給承認を行った資金をもって廃止した。



Ⅵ　見直しの方向（平成２８年度当初予算等での対応状況）

Ⅳ　活動量と成果の判断（平成２６年度の業績評価）

（１）事業は予定された活動量を上げているか　（「活動指標の達成率」等から事業の活動量を判断）

数値判定
活動量に係

る
一次評価

　　　　　活動量に係る一次評価の考え方　　　※数値判定と一次評価が異なる場合等に記載すること

H26年度
活動指標
の達成率

　平成26年2月に発生した雪害の影響により、設備投資に係る近代化資金への借入額が例年に比べ減少したことに伴い、
当該年度借入に伴う利子補給額が減少したため、平成26年度の活動指標の達成率が目標値（予算額）を下回っている。
　平成27年度は、雪害からの復旧が進んだため、これまで控えられていた設備投資に係る近代化資金の借入要望が増加
し、平成27年6月末現在で、平成26年度の近代化資金貸付額を既に上回っていることから、平成26年度は一時的な資金需
要の減少による活動量の低下であるため、活動量に係る一次評価をｂ判定とした。

ｃ ｂ

a：予定を超えた活動量がある(120%以上)　　 　b：予定どおりの活動量がある（80%以上120%未満） 　　　c：予定したほど活動量がない(40%以上80%未満)
d：予定した活動量に著しく足りない(40%未満)

（２）事業は意図した成果を上げているか　（「成果指標の達成率」、「成果指標によらない成果」から事業の成果を判断）

数値判定

成果に係る
一次評価

　　　　　成果に係る一次評価の考え方     ※必ず記載すること

H26年度
成果指標
の達成率

　例年、約３０件の近代化資金の需要があり（平成26年度は、雪害によるハウス等の再建の影響で、本資金の需要は少な
かった）、貸し付られた近代化資金のほとんどが償還計画どおりに償還されていることから、生産性の向上や農業経営の安
定に寄与していると考えられる。
　また、農業は、経営規模など生産構造の特殊性等に起因する低収益性、自然条件に左右されるリスク等により、通常の金
融には乗り難いため、長期かつ低利の貸付制度は、生産性の向上や農業経営の安定に重要な役割を果たすとともに、国
又は地方公共団体の補助金の交付決定を受けた事業の補助残融資など政策的要請に基づく事業の推進にも活用されて
いる。
　以上のことから、本事業は意図した成果を上げている。

ｂ b

無

　平成26年度は、雪害の関係で近代化資金への需要がやや控えられていたが、本資金への需要は例
年３０件程度に発生しており、経営規模など生産構造の特殊性等に起因する低収益性、自然条件に
左右されるリスク等により、通常の金融には乗り難いこと、他の都道府県でも本県と同様の利子補給制
度を維持していることを考慮すると、本県の農業者の生産性の向上や農業経営の安定のため、本資金
の利子補給制度は、引き続き維持していくことが必要である。
　事務処理の見直し等については、平成22年度の内部評価（自主評価）等により取り組んできており
（内部評価時の所要時間668時間→今回513時間）、これ以上所要時間の縮減を図ることは、融資案
件に係る相談業務や利子補給額の算出等の事業の適切な執行に支障を来すおそれがあり、本業務
の利子補給事務は定例的なものであることから、見直しの余地は乏しい状況にある。今後は、計画ど
おり償還できない者に対し、技術的な支援で対応が可能な場合、ＪＡ等と連携し、対応していく。

・「Ⅳ以外の判断項目」の欄
    a：目的の達成　 b：新たな課題への対応　 c：対象の変化　 d：ニーズの変化　 e：法律・制度の改正   f：民間等実施    g：市町村等へ移管    h：外部委託
     i：経費節減 　j：類似事業と統合・連携 　k：所要時間の縮減 　l：ﾌﾟﾛｾｽの改善    m：その他

　二次評価（担当部局再評価結果）　※行政評価アドバイザー会議（外部評価）での指摘事項を踏まえた担当部局による再評価

見直しの必要性 説　　　　　　　明
Ⅳ以外の
判断項目

a：意図した成果を十分に上げている(120%以上) 　　 b：意図した成果はほぼ上げている(80%以上120%未満) 　　 c：意図した成果は十分ではないが、対象や
   方法の改善により成果の向上が見込める(40%以上80%未満) 　　 d：意図した成果が十分でなく、成果を上げる方法も見あたらない(40%未満)

Ⅴ　見直しの必要性（平成２８年度に向けた改善等の考え方）

　一次評価（担当部局評価結果）

見直しの必要性 説　　　　　　　明
Ⅳ以外の
判断項目

予算要求時に
記入

予算編成後に
修正等

・見直しの方向は、「廃止」「一部廃止（施設については「譲渡」）」「終期設定」「休止」「他事業と統合」「縮小」「拡大」「実施方法等の変更」「改善済み」の中から
  選択し、Ⅴ見直しの必要性を踏まえ、具体的な実施計画等を分かりやすく記載すること
・見直しがない場合は「現行どおり」と記載し、必要に応じてその理由を記載すること

・「Ⅳ以外の判断項目」の欄は、上記と同様とする

見直しの方向 具体的な実施計画等　　※「見直しの必要性」と「見直しの方向」が異なる場合は、その理由も記載すること



自主点検シート（事業の内容及び所要時間）に関する附属資料 様式2　　

細事業名：農業近代化資金利子補給補助金 調書番号：16

具体的な業務
プロセス（手順）

業務の
時期
（フロー）

Ｈ26
所要
時間
（ｈ）

Ｈ27
所要
時間
（ｈ）　Ａ

Ｈ28
所要
時間
（ｈ）　Ｂ

縮減等
Ｂ－Ａ

具体的業務
の見直しの内

容

見直しに至った理由等
（または見直しなしの理由

等）

借入希望者相談
（農務事務所）

45 63 63 0なし 最低限必要な時間のため
（H26は雪害により相談減）

金融機関打合せ
（農務事務所）

30 30 30 0なし 最低限必要な時間のため

経営改善資金利用
計画書作成支援
（農務事務所）

60 84 84 0なし 最低限必要な時間のため
（H26は雪害により支援件数減）

融資検討会
（農務事務所） 75 75 75 0

融資検討会
（農業技術課） 75 75 75 0

融資検討会
（農業技術センター） 75 75 75 0

利子補給承認
（農務事務所） 20 20 20 0なし 最低限必要な時間のため

利子補給データ
入力（県システム）
（農務事務所）

5 5 5 0なし 最低限必要な時間のため

385 427 427 0

利子補給金支払
資料作成

2 2 2 0なし 最低限必要な時間のため

利子補給申請書受
付・ﾁｪｯｸ・進達（農
務事務所）

24 24 24 0なし 最低限必要な時間のため

利子補給申請書
受理・ﾁｪｯｸ
（農業技術課）

32 32 32 0なし 最低限必要な時間のため

利子補給金交付決
定・額の確定

8 8 8 0なし 最低限必要な時間のため

利子補給金交付
支出

2 2 2 0なし 最低限必要な時間のため

68 68 68 0

繰上償還・修正
受付（農務事務所） 40 40 40 0なし 最低限必要な時間のため

利子補給データ
修正（県システム）
（農務事務所）

20 20 20 0なし 最低限必要な時間のため

60 60 60 0

513 555 555 0

（留意事項）

１　事業を細分化した業務名は、事務事業を構成する業務ごとに細分化し、その業務名を記載すること。
２　具体的な業務プロセス（手順）は、できる限り多くのプロセスを記載すること。

４　各年度の所要時間（計）は、事務事業自主点検シートのⅡ事業の目標、実施状況等の「所要時間計」と一致すること。

７　適宜、業務内容に合わせ、行を加除して記載すること。（複数ページ可）

最低限必要な時間のため

所属名：農業技術課

事業の内容を
細分化した
業務名

1新規貸付 随時

なし

3貸付データ修正 随時

（小計）

2
利子補給金
支払

上期
・下期
（年２回）

（小計）

６　見直しに至った理由または見直しなしの理由は、詳細に記載すること。（具体的な業務プロセスごと、または細分化した業務
ごとに記載すること。）

（小計）

所要時間　（計）

３　業務の時期は、業務のフローがわかるように具体的な業務プロセスごとに記載すること。（毎月、四半期ごとの業務等は、そ
の１サイクルの期間を記載すること。）

５　具体的業務の見直しの内容は、わかりやすく簡潔に記載すること。（県民から見て分かりやすい表現とすること。）なお、見
直しがない場合は、「なし」と記載すること。


